
「ニイハオ !」

中 国 一 人 旅
その1

山東省口南京など編

5月 10日 (水 )

福岡から金山へ、そして…

5月 13日 (土 )

仁川から中国の青島ヘ
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１
　
行
く
前
に

０
　
中
国
に
行
き
た
い
―

一
年
半
前
の
秋
に
韓
国
を
十
三
日
間

一
人
旅
し
て
、
昨
年
は

地
元
集
落
の
班
長
役
だ

っ
た
の
で
家
を
開
け
ら
れ
ず
、
今
年
は

先
ず
二
月
に
中
国
と
決
め
た
。
そ
の
目
的
は
四
つ
。

①
山
東
省
に
あ
る
７
４
０
０
石
段
の
世
界
遺
産

「泰
山
」
に

登
る
。
②
南
京
の
大
虐
殺
記
念
館
を
見
て
、
先
の
大
戦
を
考
え
る
。

③
中
国
を

一
人
で
旅
行
す
る
力
を
つ
け
る
。

④
生
の
中
国
を
見
て
、
人
々
と
接
す
る
。

行
き
方
は
二
月
の
連
体
明
け
に
出
て
、
自
由
な
日
程
と
行
程

を
決
め
ら
れ
る
韓
国
の
ソ
ウ
ル
の
西
の
港
、
仁
川
～
青
島
の
船

便
を
使

っ
て
中
国

へ
渡
る
。
韓
国
で
は
前
回
行
け
な
か
っ
た
人

公
山
に
登
り
、
ソ
ウ
ル
を
少
し
見
る
。

帰
り
は
上
海
か
ら
下
関

へ
の
船
で
帰
国
す
る
。
（実
は
こ
の

船
便
は
無
か
っ
た
―
）

②
　
心
配
の
声

「中
国
は
ま
だ
衛
生
状
態
や
、
最
近
の
対
日
関
係
の
悪
化
か
ら
、

安
全
面
が
不
安
で
あ
る
。
も
し
何
か
あ

つ
て
も
、
海
外
は
ど
こ

も
同
じ
だ
が
、
助
け
に
は
行
け
な
い
し
、
お
金
も
送
れ
な
い
（送

り
方
は
あ
る
の
だ
が
）。
」

「そ
れ
で
も
行
く
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
を
覚
悟
で
勝
手
に
し
な

さ
い
。
止
め
て
も
行
く
だ
ろ
う
か
ら
」
と
は
妻
の
声
。
友
達
も

い
這
辰
ド
多
い
つ
ヒ
。

０
　
ハ
ン
グ
ル
と
中
国
語
、
ガ
イ
ド
本
は

教
員
を
退
職
し
て
三
年
間
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
語
学
講
座

を
聴
い
て
、
発
音
と
ピ
ン
イ
ン

（四
声
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
的

上
げ
下
げ
）
記
号
を
付
け
た
旅
行
会
話
集
が
あ
れ
ば
、
日
常
の

こ
ち
ら
の
意
思
を
伝
え
る
自
信
は
あ
る
。

し
か
し
、
ハ
ン
グ
ル
は
読
め
て
も
意
味
が
分
か
ら
ず
、
中
国

語
は
意
味
が
推
察
で
き
て
も
、
発
音
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
現

実
な
の
で
、
簡
単
な
辞
書
が
必
要
だ
。

ガ
イ
ド
本
と
し
て
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
の

「地
球
の
歩
き
方
」

の
韓
国
と
中
国
版
を
持
参
し
た
。
後
者
は
特
に
部
厚
い
の
で
、

途
中
で
三
つ
に
分
け
て
使

っ
た
が
、
地
図
と
観
光
地
ガ
イ
ド
、

宿
探
し
に
重
宝
し
た
。

【わ
が
旅
は
不
安
背
中
に
足
前

ヘ

そ
れ
で
も
行
け
ば
転
ば
ず
進
む
】

２
　
出
発
だ

前
日
の
五
月
九
日
に
福
岡
埠
頭
十
四
時
半
発
、
釜
山
行
の
高

速
フ
エ
リ
ー

「ビ
ー
ト
ル
」
を
電
話
で
予
約
し
た
。

当
日
の
宿
は
前
回
泊
ま
っ
た
所
に
電
話
し
た
が
、
ハ
ン
グ
ル

の
テ
ー
プ
が
聞
こ
え
て
い
て
、
予
約
出
来
な
か
っ
た
。
後
で
そ

れ
は
掛
け
間
違
い
だ

っ
た
と
分
か
っ
た
の
だ
が
。

い
よ
い
よ
十
日
。
曇
り
空
の
我
が
家
を
朝
九
時
過
ぎ
に
出
て
、

３
３
分
の
高
速
バ
ス
に
乗
車
。
バ
ス
停
ま
で
送

つ
て
く
れ
た
家

内
が
、
バ
ス
の
窓
か
ら
急
に
小
さ
く
年
取
っ
て
見
え
た
の
で
や

や
ト
コ
リ
と
し
ヒ
。
へ家
ヽ
こ
も
弘
ド
そ
う
見
え
ヒ
そ
う
な
―
ン



昼嘲に耐―こっ讚雌竜い舞華「解
・‐が相け着ェ」ゎル取弓升烈

は
雨
だ
。
ま
、
仕
方
な
い
。
西
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ビ
ル
で
前

向『嚇
つ弁鳩嘘額おつ�げ薩串薫潜「はぉぃしそぅな
「桜

字で（｝枷嘲猜「い「枷］鵡］［つ後たい一［［幸〔赫「い疇
今
回
は
８
万
１
千
Ｗ
位
に
下
が
つ
て
い
て
、
驚
嘆
し
た
。
円
が

下
が
つ
た
の
か
韓
国
の
ウ
オ
ン
が
上
が
つ
た
の
か
、
多
分
両
方

だ
ろ
う
が
…
。
持
参
し
た
前
回
の
Ｗ
札
８
万
が
輝
い
て
見
え
出

し
た
！

充
実
し
た
内
容
で
著
者
莫
邦
富
さ
ん
の
博
識
に
感
心
す
る

と
共
に
躍
進
す
る
中
国
の
一
面
を
早
く
も
垣
間
見
た
。

【日
韓
の
フ
エ
リ
ー
に
夢
を
託
す
旅

博
多
の
雨
は
釜
山
で
晴
れ
る
】

３
　
大
邸

（テ
グ
）
市
の
ポ
ク
の
宿

夕
五
時
半
過
ぎ
、
天
気
は
釜
山
に
近
づ
く
に
連
れ
て
徐
々
に

良
く
な
り
、
港
を
出
た
ら
太
陽
が
ま
だ
３
５
度
位
の
高
さ
に
見

え
る
。
釜
山
は
北
緯
３
５
度

（名
古
屋
と
ほ
ぼ
同
緯
度
）
だ
か

ら
、
日
の
入
り
ま
で
ま
だ
か
な
り
あ
り
そ
う
だ
。

な
ら
ば

一
日
稼
い
で
大
邸
ま
で
行
こ
う
と
タ
ク
シ
ー
を
拾

っ
て
、
１
９
０
０
Ｗ
で
Ｋ
Ｒ
釜
山
駅
に
行
つ
た
。

韓
国
の
新
幹
線
Ｋ
Ｔ
Ｘ
な
ら

一
時
間
で
着
く
と
い
う
の
で
、

１
万
６
千
Ｗ
位
だ
つ
た
か
そ
れ
に
乗
つ
た
。
や
は
り
３
台
の
Ｔ

榔
づかかあ訂
躍
Ｖ
跨
』許
スシピャ‐ノレい勅

が
出
て
、
夕
七
時
過
ぎ
に
は
東
大
郵
駅
に
着
い
た
。

…
男
の
記
憶
力
次
第
！
）

バ
ス
停
の
屋
根
で
雨

の
雫
を
避
け
な
が
ら
バ

ス
を
待
ち
、
十
五
分
で
中

央
埠
頭
に
着
い
た
。

韓
国

へ
帰
る
若
者
た

ち
の
団
体

の
賑
わ
い
を

見
な
が
ら
、
弁
当
を
食
べ

た
。
そ
の
後
、
１
万
３
千

円
の
乗
船
券
と
港
湾
利

用
料
な
ど
９
百
円
で
諸

手
続
き
を
し
、
船
の
人
と

な
る
。
い
や
、
そ
の
前
に
両
替

を
し
た
ら
、
前
回
は
１
万

円
が
１
１
万
１
千
Ｗ
（ウ

オ
ン
）
位
だ
つ
た
の
が
、

螂̈
一

罐 望

ぽ 喘甜0
14m

釜山 早世
BUSAN



―

＝

「人
大
景
区
」
親
し
く
歩
く
】

彼
女
た
ち
と
別
れ
て
、
二
階
の
洋
館
に
広
い
庭
と
五
階
造
り

の
円
筒
の
楼
が
付
属
し
た

「花
石
楼
」
を
見
物
し
た
。

ド本口̈
″は「曇崚行一却け称は嵯い雌』ないは授け“

ぃ時っなば前醸爛峠薇「浴室、食堂など古びてはいるが

三
階
に
は
売
店
も
あ
り
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
と
言
う

そ
こ
の
女
性
が
、
平
か
な
の
テ
キ
ス
ト
を
持

つ
て
来
て
、
読
む

の
に
付
き
合

っ
た
。

楼
か
ら
は
下
の
庭
で
、
結
婚
の
記
念
写
真
を
撮

つ
て
も
ら

つ

て
い
る
新
郎
新
婦
が
見
え
、
ま
た
山
手
方
向
に
は
木
々
の
多
い

し時い吐範疇ｂ』所継神響い嶋『い辞一留学していると

言
う
、
愛
知
の
大
学
生
の
ア
ベ
ツ
ク
に
も
会
つ
た
。

彼
女
が
韓
国
人
だ
と
い
う
の
で
、

「じ
ゃ
あ
ニ
ケ
国
語
勉
強
中
だ
ね
」
と
笑
い
あ
つ
た
。

「
花
石
楼
」
往
時
を
語
る
壁
写
真
　
眺
め
て
偲
ぶ
青
島
の
海
】

3脳ow
111  oooo3'52



っ
て
こ
こ
か
ら
坂
道
を
歩
い
て
出
発
し
た
。

さ
て
こ
こ
ま
で
ど
う
来
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
は
山

の
北
東
の

「大
平
官
リ
フ
ト
」
に
乗
る
前
の
坂
道
だ
。

途
中
の
店
々
に
は
帽
子
や
飲
み
物
が
並
べ
て
あ
り
、
程
な
く

入
山
口
と
リ
フ
ト
券
売
り
場
が
あ
り
、
往
復
分
４
０
元
を
払

っ

た
。
（前
ペ
ー
ジ
写
真
）
ガ
イ
ド
本
に
は
ツ
ア
ー
代

一
人
１
２

０
元
と
あ
る
が
、
な
る
ほ

ど
こ
れ
で
１
２
５
元
だ
。

リ
フ
ト
は
二
人
乗
り
の

ス
キ
ー
リ
フ
ト
と
同
じ
よ

う
に
、
長
椅
子
の
前
に
ガ

ー
ド
バ
ー
が
付
い
て
い
る

だ
け
で
、
何
と
私
は
プ
リ

プ
リ
ガ
イ
ド
嬢
と
並
ん
で

乗

つ
た
。

ラ
オ
山
の
主
峰
は
１
１

３
３

ｍ
で
、
こ
こ
か
ら
は

尾
根
を
南
に
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
リ
フ
ト
の
終

点
ま
で
は
中
程
の
中
継
地

を
経
て
６
分
は
掛
か

つ
た
。

こ
の
間
足
下
に
は
所
々

て
い
る
。

上
り
な
が
ら
ガ
イ

ド
嬢
が
私
の
手
帳
に
、

着
い
て
か
ら
の
予
定

を
中
国
語
で
、
「元
の

駐
車
場
に
２
時
半
集

合
の
事
」
な
ど
と
書
い

て
く
れ
た
。

彼
女
は
山
に
は
登

ら
な
い
で
下
で
待

つ

て
い
る
と
い
う
。

上
に
着
い
て
、
リ
フ

鵠
型
茉
賽
醇
椰
録
洋型が電力はＲ

洞
窟
で
も
通
る
に
違
い
な
い
と
、
こ
こ
で
は
２
元
で
受
け
取
つ

た
。
（電
灯
は
レ
ン
タ
ル
で
後
で
返
す
も
の
と
思
つ
て
い
た
が
、

そ
う
で
は
な
く
買
つ
た
の
だ
つ
た
）

【ラ
オ
山
へ
春
の
一
日
ツ
ア
ー
バ
ス

リ
フ
ト
か
ら
見
る
木
々
や
岩
文
字
】

２
２
　
天
苑
の
風

前
の
人
に
続
い
て
登
り
始
め
る
と
す
ぐ
岩
の
洞
窟
が
あ
り
、

早
速
電
灯
の
お
世
話
に
な
つ
た
。
自
然
石
が
組
み
合
わ
さ
れ
て

い
る
隙
間
を
潜
つ
た
り
登
つ
た
り
し
な
が
ら
、
真
つ
暗
な
中
を

声
を
掛
け
つ
つ
、
ま
た
後
の
人
の
足
元
も
照
ら
し
つ
つ
、
時
に

ハ
リ
エ
ン
ジ

ユ
の
よ
う
な

マ
メ
科
の
本
に
白
い
花
が
咲
い
て

齢疇けに赫けつ酬
「を霧「なけ
「る執「観吟琥｝鎌雌嚇わ



【日
中
の
客
友
と
な
る
火
車
の
旅
　
山
東
省
の
畑
中
西
へ
】

２
５
　
泰
山
大
酒
店

鉤特轟ま買「「っ済赫署一轟でとり〔性螂［̈
”詢̈
け粥なっ』̈
“、‐０

捻
■
「ｍ賽
一け

悪
い

れ
岬
鶉
宥
醍
箋
畢
稀

実
家
は
ど
こ
か

と
尋
ね
て
、
互
い

に
仕
事
は
？
歳

は
？
挙
句
の
果

て
に
名
前
か
ら

電
話
番
号
ま

で

聞
い
て
、
地
図
上

の
町
に
そ
の
名

前
を
書
き
入
れ

た
。左
隣
の
播

只

ン
）
さ
ん
は
四
十

三
歳

で

一
昨

日

行

つ
た
人
大
関

景
区
近
く
に
家

が
あ
る
と
言
い
、

泰
安

の
知

っ
て

い
る
ホ
テ
ル
が

卿
務
魂
轟

凶̈
》
祠
膨

―

＝

―
――

＝

‐
――
‐

Щ

‐

――
―
―
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Ⅲ

ＩＩＩＩＩ

‐
――
‐

Ｉ

Ⅷ

蒻

歩

鵞

趙

辟

＝

釧

閻

鶉

揚

胴

揚

鱚

蒻


